
最新のデジタル防災行政無線システムで町民の安全・安心を支えます。
宇多津町デジタル防災行政無線システム
の更新にあたり
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360度広域伝達スピーカー導入で6ヵ所に集約情報カメラを7ヵ所に設置 青色LED警告灯を設置

町内7カ所に設置されて
いる情報カメラからの情
報をネットワークにより
一元化し、リアルタイム
の情報収集が可能です。

360度広域伝達スピーカーの導入で、より遠くに、そしてより正確に音声を拡声で
きるようになり、27ヵ所あったスピーカーを6ヵ所に集約することが可能になりま
した。それにより更新費用の大幅軽減、今後の維持管理費の軽減を実現しました。

青の山北情報カメラ

緊急時を音のみで
なく、視覚的にも認
識できるよう360度
広域伝達スピーカ
ーに青色LED警告
灯を設置しました。

　平素より町政運営にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　本町では、平成16年度に防災行政無線システムのデジタル化への更新を他市町村に先駆けて実施し、これまで防災対策

に取り組んでまいりました。

　そのような中、全国各地で大型台風をはじめ局地的豪雨や突発的な災害が数多く発生しており、町民の皆様へ災害緊急

情報を迅速かつ正確に伝達することは行政の重要な役割であることから、老朽化した防災行政無線を更新し、令和 3年度

から新設備の運用を開始いたします。

　この度の更新では、360度広域伝達スピーカーを導入し、拡声子局を集約することでスピーカーの数を減らし、音の重な

りを抑えたことで、より正確な伝達を可能としました。

　さらに緊急放送を発信している際に音のみでの伝達でなく、音が聞き取りにくい状態の方にも緊急時であることが伝わ

るようにスピーカーに青色LED点滅灯を設置し、視覚的にも緊急時であることを認識いただけます。

　また、拡声子局の数を大幅に削減したことで、今後の維持管理費の軽減を実現しました。

　本町におきましては、更新した防災行政無線を有効に活用し、防災対策の向上に努めてまいりますので、皆さまには引き

続きご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

令和3年6月

宇多津町長　谷川俊博

浜三番丁拡声子局

360°全方向に音を届けることができ、1ヵ所
の設置でより遠くへ、より多くの人に情報を
伝える事が可能になりました。また、弱点で
あった「音の重なり」を解決し、聞き取りやす
い状況を作りだします。

約１～1.5km


